



子どもの問題行動に対して AD/ HD 傾向を疑う母親への助言 
－WISC とパーソナリティテストを用いたアセスメント事例－ 
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１．問題および目的 















の精神障害と診断を受けた 0 歳から 14 歳の子どもの数は、過去 20 年間で毎年 300 人
前後であるのに対して、「その他の精神および行動の障害」と診断を受けた子どもは、1996 
年の 76 人から、3 年後の 1999 年には 3,400 人までに急増している（厚生労働省、2019）。 
このように診断を受ける子どもたちが増えることは適切な支援を受けることができる
ようになったと捉えることもできるが、一方ではインターネット等での簡単なチェックリ














て Triple pathway model（Sonuga-Barke, Bitsakou,&Thompson，2010)といった行動の
特徴がみられるという。 
 このように考えると、AD/ HD 傾向がある児童、特に不注意型の児童に忘れ物が多くな
る可能性は大いに考えられる。またインターネットでは AD/ HD のチェックリストなども
あり（例えば https://adhd.co.jp/kodomo/selfcheck/）、保護者や教員が忘れ物の多い児童





そこで本報告では、保護者や教員から AD/ HD 傾向が疑われており、保護者が忘れ物や
物忘れ（注意したことを忘れる・約束したルールを忘れる等）について悩んでいる児童に
対し、知能検査とパーソナリティ検査を実施して忘れ物の原因を探り、支援プログラムを












【主  訴】忘れ物が多い、落ち着きがない。 
【基本情報】小学３年の男児Ａ（普通学級在籍）とその母親  





表１ AD/ HD の診断基準（DSM-5）  
 
A．(1)および /または (2)によって特徴づけられる、不注意および /または多動性－衝動性の持続的な様式で、
機能または発達の妨げとなっているもの： 
 
(1) 不注意：以下の症状のうち 6 つ（またはそれ以上）が少なくとも 6 カ月持続したことがあり、その程
度は発達の水準に不相応で、社会的および学業的 /職業的活動に直接、悪影響を及ぼすほどである： 
注：それらの症状は、単なる反抗的行動、挑戦、敵意の表れではなく、課題や指示を理解できないこと


























でもない。青年期後期および成人（17 歳以上）では、少なくとも５つ以上の症状が必要である。   
















B．不注意または多動性―衝動性の症状のうちいくつかが 12 歳になる前から存在していた。    
C．不注意または多動性―衝動性の症状のうちいくつかが２つ以上の状況（例：家庭、学校、職場；友人や
親戚といるとき；その他の活動中）において存在する。    
D．これらの症状が、社会的、学業的または職業的機能を損なわせているまたはその質を低下させている




（日本精神神経学会 日本語版用語監修 高橋三郎・大野 裕監訳 2014 DSM-5 精神疾患の診断・統



































【教 育 歴】＜園 生 活＞保育所では問題なく生活していた。 
      ＜学校生活＞本報告の検査に至るまで特別支援教育を受けたことはないが、



















評価点合計 合成得点 パーセンタイル 信頼区間（９０％） 記述分類
全検査IQ（FSIQ） 128 122 93 116-126 平均の上～高い
言語理解指標（VCI） 31 101 53 94-108 平均
知覚推理指標（PRI） 40 122 93 112-127 平均の上～高い
ワーキングメモリ（WMI） 15 85 16 80-93 平均の下～平均
処理速度指標（PSI） 18 94 34 87-103 平均の下～平均
一般的知能指標（GAI） 71 113 81 106-118 平均～平均の上








VCI (101) ＜ PRI (122) -21 あり 8.5 稀な差だといえる
VCI (101) ＞ WMI (85) 16 あり 14.2
VCI (101) ≒ PSI (94) 7 － －
PRI (122) ＞ WMI (85) 37 あり 0.7 稀な差だといえる
PRI (122) ＞ PSI (94) 28 あり 5.8 稀な差だといえる






FSIQ は 122 と全体的な知能発達水準は平均以上である。ただし、４つの指標得点のう
ち、最も高い PRI（122）と最も低い WMI（85）の間の差が 37 であり、1.5SD（23 ポイ
ント）を上回るため、A が同学年の子どもの中で平均以上の能力を有しているとはいえな
い。GAI は 113 で平均～平均よりも上である。CPI（96）との差は 1.5SD 以内であるた
め、A の全体的な知的発達は平均～平均よりも上であるといえる。 
全体的な知的発達が平均以上であっても保護者や教員が A に対して気になる行動が見
られるのは、VCI に比べての PRI の高さと VCI と PRI に比べての WMI の低さによるも
のと考えられる。A は言語による理解力や思考力よりも視覚情報からの理解力や思考力の























































































と照らし合せても AD/ HD と診断される可能性は低い。 






14 日間、忘れ物と母親が気になった行動について記録してもらった。  





























も A に対する態度が変わったのではないかと考えられる。そのような雰囲気の変化が A の
承認欲求を満たし、持っている力を十分に発揮できるようになったことが示唆される。  
実際には「忘れ物をしない」という点についての学校からの評価は変わっていないが、
母親が A の行動について気にならなくなったのは、A の特徴を知ることによって、適切な
指示を出すことができ、A の失敗が少なくなりストレスが少なくなったということが考え


























1 あいさつや言葉づかいを正しくする 〇 〇
2 身のまわりの整理整頓をする 〇 〇
3 忘れ物をしない 〇 〇
4 人の話をしっかりと聞き、行動する 〇 〇
5 係や当番の仕事をきちんとする 〇 〇
6 相手の気持ちを考えて行動する 〇 〇
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Advices to mother who suspect AD / HD tendency for child’s 
problem behaviors 
-A case of assessment using WISC and personality tests- 
 
Kanako SUGIYAMA  
 
Summary 
This study is the advices to mother who suspect AD / HD tendency for child’s problem 
behaviors. This is a case of assessment on WISC and personality tests. In this case, the 
assessment from the personality tests were more effective than the intelligence test. 
The importance of test battery for assessment of problem behaviors was suggested. 
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